
インベントリデータおよび障害の表示

この章は、次の内容で構成されています。

• ラックマウントサーバの詳細の表示, 1 ページ

• ラックマウントサーバの障害の詳細の表示, 3 ページ

• ラックグループのサマリーレポート, 4 ページ

• サーバ障害に関する電子メールアラートルールの追加, 5 ページ

ラックマウントサーバの詳細の表示
ラックマウントサーバの詳細（サーバで使用されているメモリ、CPU、PSUなど）を表示する場
合は、次の手順を実行します。

左側のペインで [Rack Groups]をクリックし、次の手順を実行してラックマウントサーバの詳
細を表示することもできます。

（注）

はじめる前に

サーバがラックアカウントとしてラックグループに追加されていることを確認します。

手順

ステップ 1 メニューバーで、[Systems] > [Inventory and Fault Status]を選択します。
ステップ 2 左側のペインで、[Rack Groups]を展開し、サーバを含むラックグループを選択します。
ステップ 3 右側のペインで、[Rack Servers]タブを選択します。
ステップ 4 リストにあるサーバをダブルクリックして詳細を表示するか、リストにあるサーバをクリックし、

右端の下向き矢印をクリックして [View Details]を選択します。
リストからサーバを選択するまでは、右端に下向き矢印は表示されませ

ん。

（注）
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ラックマウントサーバに関する次の詳細を表示できます。

説明タブ

ラックアカウントの概要。[Summary]

サーバで使用されている CPUの詳細。[CPU]

サーバで使用されているメモリの詳細。[Memory]

サーバで使用されている電源装置の詳細。

Cisco UCS C3260高密度ストレージラックサーバの場合は該当
しません。

（注）

[PSUs]

サーバで使用されている PCIアダプタの詳細。[PCI Adapters]

サーバで使用されている VICアダプタの詳細。

リストにある任意の VICアダプタを選択して [View Details]をクリックす
ると、[External Ethernet Interfaces]や [VM FEXs]などの情報が表示されま
す。

[VIC Adapters]

サーバで使用されているネットワークアダプタの詳細。

リストされている任意のネットワークアダプタを選択して [View Details]
をクリックすると、[External Ethernet Interfaces]の情報が表示されます。

[Network Adapters]

サーバで使用されているストレージアダプタの詳細。

リストにある任意のストレージアダプタを選択して [ViewDetails]をクリッ
クすると、[Controller Info]や [Physical Drives]などの情報が表示されます。

[Storage Adapters]

サーバで使用されている FlexFlashアダプタの詳細。

リストにある任意の FlexFlashアダプタを選択して [View Details]をクリッ
クすると、[Controller Info]や [Physical Drives]などの情報が表示されます。
Cisco IMC Supervisorを旧バージョンからアップグレードしている場合、
FlexFlashの詳細をレポートに表示するには [Systems] > [Physical Accounts]
> [RackAccounts] > [Inventory]に移動してインベントリを実行するか、定期
的なインベントリが実行されるのを待つ必要があります。

Cisco UCS C3260高密度ストレージラックサーバの場合は該当
しません。

（注）

[FlexFlash Adapters]

HTTP、HTTPS、SSH、IPMI Over LAN、NTP、SNMPなどのプロトコルの
情報。

[Communication]

vKVM、Serial over LAN、vMediaの詳細。[Remote Presence]

サーバで記録された障害の詳細。[Faults]
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説明タブ

ユーザの詳細。

Cisco UCS C3260高密度ストレージラックサーバの場合は該当
しません。

（注）

[Users]

サーバの Cisco IMCログの詳細。

Cisco UCS C3260高密度ストレージラックサーバの場合は該当
しません。

（注）

[Cisco IMC Log]

サーバログの詳細。

Cisco UCS C3260高密度ストレージラックサーバの場合は該当
しません。

（注）

[System Event Log]

TPMインベントリに関する情報。[TPM]

サーバの BIOS設定とブート順序に関する詳細。

サーバを選択して、[ViewBIOSSettings]、[ViewBoot Settings]、または [View
Boot Order]をクリックしてください。

[BIOS]

サーバで発生した障害の履歴情報。[Fault History]

ファイル名、宛先タイプ、アップロードのステータスなどのテクニカルサ

ポートログファイルに関する詳細は、[Tech Support]テーブルに表示され
ます。

リモートサーバまたはローカルの Cisco IMC Supervisorアプライアンスに
テクニカルサポートログファイルをエクスポートするオプションがあり

ます。エクスポートの詳細については、リモートサーバへのテクニカルサ

ポートデータのエクスポートを参照してください。

Cisco UCS C3260高密度ストレージラックサーバの場合は該当
しません。

（注）

[Tech Support]

ハードウェアプロファイルに関連付けられているポリシーの詳細。[Associated Hardware
Profiles]

ステップ 5 右端の [Back]ボタンをクリックして前のウィンドウに戻ります。

ラックマウントサーバの障害の詳細の表示
問題の原因や問題解決のための推奨手順など、ラックマウントサーバの障害の詳細を表示する場

合は、次の手順を実行します。
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はじめる前に

サーバはすでに、ラックアカウントとしてラックグループに追加されています。

手順

ステップ 1 メニューバーで、[Systems] > [Inventory and Fault Status]を選択します。
ステップ 2 左側のペインで [Rack Groups]を選択します。
ステップ 3 右側のペインで、[Faults]タブを選択します。
ステップ 4 リストのサーバをダブルクリックして詳細を表示するか、リストのサーバをクリックし、右端の

下向き矢印をクリックして [View Details]を選択します。
リストからサーバを選択するまでは、右端に下向き矢印は表示されませ

ん。

（注）

ラックマウントサーバに関する次の詳細を表示できます。

説明タブ

問題の原因の要約。[Explanation]

問題を解決する手順。[Recommendation]

ステップ 5 [Fault Details]ウィンドウで [Close]をクリックすると、前のウィンドウに戻ります。

ラックグループのサマリーレポート
[Inventory and Fault Status for Rack Groups]ページは、左右 2つのセクションに分かれています。左
側のペインにはラックグループのリストが表示されます。[RackGroups]の見出しがデフォルトグ
ループを含む左側のペインで選択されている場合、サマリーレポートは、次のレポートが表示さ

れる右側のペインで使用することができます。

• [Faults]：選択されたラックグループに対し、全体の障害の数を表します。障害の数は、
[Critical]、[Major]、[Warnings]、[Minor]、[Info]などの重大度に基づいて分類されます。

• [Server Health]：サーバ全体のヘルスステータスを表します。サーバ全体のヘルスステータ
スは、[Good]、[Memory Test In Progress]、[Moderate Fault]、[Severe Fault]などの状態のいずれ
かになります。
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[Moderate Fault]と [Severe Fault]は、重大度が [Major]および [Critical]となっ
ている障害とそれぞれ相互に関連します。しかし、サーバのヘルスステータ

スは CIMCによって報告されるステータスに基づいて決定され、上記の障害
の重要度対して、常に直接的にマッピングされるわけではないことに注意し

てください。障害のタイプや関連コンポーネントなどの他の要素がサーバ全

体のヘルスステータスに影響します。

（注）

• [Firmware Versions]：選択されたラックグループに対し、そのファームウェアバージョンで
管理されているサーバの全体的な数を表します。

• [Server Models]：選択されたラックグループに対し、そのモデルで管理されているサーバの
全体的な数を表します。

• [Power State]：選択されたラックグループに対し、その電源状態で管理されているサーバの
全体的な数を表します。電源の状態は [On]または [Off]のいずれかです。

• [Server Connection Status]：選択されたラックグループに対し、その接続ステータスをもつ
サーバの全体的な数を表します。接続ステータスは [Success]または [Failed]のいずれかで
す。

サーバ障害に関する電子メールアラートルールの追加
1つ以上の電子メールルールを作成できます。各ルールでは、指定した条件に一致する障害が定
期的な検査で見つかると、電子メールアラートが送信されます。このような障害に関する電子

メールアラートを受信するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 メニューバーで、[Administration] > [System]を選択します。
ステップ 2 [Email Alert Rules]タブをクリックします。

[Email Alert Rules]テーブルには、電子メールアラートのルール名、アラート範囲、ア
ラートルールで選択されたサーバとサーバグループなどのアラートルールの詳細が表

示されます。

（注）

ステップ 3 [Add]をクリックします。
ステップ 4 [Add Email Alert Rule]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

説明フィールド

ルールの一意の名前を入力します。[Name]
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説明フィールド

任意のサーバで検出された新しい障害に関する

すべてのシステムレベルのアラートを受信する

には [System]を選択します。特定のラックグ
ループの一部であるサーバで検出された新しい

障害に関する電子メールアラートを受信するに

は [ServerGroup]を選択します。特定のサーバで
検出された新しい障害に関する電子メールア

ラートを受信するには [Server]を選択します。

[Alert Scope]

アラートレベルで [ServerGroup]を選択した場
合、このオプションが表示されます。

1 [Select]をクリックします。

2 [Select]ダイアログボックスで1つ以上のラッ
クサーバグループにチェックマークを付け

て、[Select]をクリックします。電子メール
アラートの送信対象となる選択されたサー

バグループの名前が、このフィールドの横

にリストされます。

[Server Groups]

アラートレベルで [Server]を選択した場合、こ
のオプションが表示されます。

1 [Select]をクリックします。

2 [Select]ダイアログボックスで1つ以上のサー
バにチェックマークを付けて、[Select]をク
リックします。電子メールアラートの送信

対象となる選択されたサーバ名が、この

フィールドの横にリストされます。

[Servers]

電子メールアラートの対象受信者の電子メール

アドレス。複数の電子メールアドレスをカンマ

で区切って入力できます。

[Email Addresses]フィールド
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説明フィールド

[Email Addresses]フィールドに設定された電子
メールアドレスに電子メールアラートを送信

する対象となる障害重大度レベルを選択するに

は、次の手順を実行します。

1 [Select...]をクリックします。

2 リストから1つ以上の重大度レベルにチェッ
クマークを付けて、[Select]をクリックしま
す。

選択した値が [Select...]ボタンの横に
表示されます。

（注）

[Severity]

このチェックボックスをオンにして、設定され

た電子メールアドレスへの電子メールアラー

トを有効にします。

[Rule Enabled]チェックボックス

（注） •電子メールアラートのルールを修正と削除ができます。[Edit]および [Delete]オプ
ションは、ルールを選択した場合にのみ表示されます。[Edit]をクリックし、表示
されているフィールドを必要に応じて変更するか、[Delete]をクリックして、削除
することを確認します。

•複数のルールを同時に選択して [Delete]をクリックすると、それらを削除できま
す。

•送信される電子メールアラートの数は、作成したルールの数に基づいています。

• 1.0または 1.0.0.1でシステムレベルルールが存在する場合、1.1にアップグレード
すると、デフォルトのルールの名前が [system-default]として追加されたことを確
認できます。このグループの [Alert Level]フィールドを変更することはできません
が、このシステムレベルルールを削除することは可能です。
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